
THEROTARYCLUBOFNAGOYA-CHIKUSA
雲郷

1 &|
Ｉ WEEKLY i

虚奄澄 ~

ちく ~
題字伊藤昌石

菅童冨F種回=轡り吟タラダ
蕊認 1躯凰峯8篇識冒 ，
阿陰冒典曜圖 ､職瓢
側陰湯篭盲屋索言鰄烈鯵

雲霧扇瀝哩虚矧蝿職獅6錨噛
簔潭 ”蕎回 擬
篝箒 赫函哀､豊
戯艤鞠篝蕊池森|菌毒‘

bqL兇

PeaceThroughService
2012～2013年度RI会長ul 'l1 作次

奉仕を通じて平和をNo｡ 14

方々にご臨席賜り誠に有難うございました。改めて御礼

申し上げます。30周年の記念講演としまして2520

地区に所属されます陸前高田ロータリークラブの幹事

である佐々木松男様に「あの日から、東日本大震災を体

験して」というテーマで講演して頂きました。お話しを

通して、その悲惨さ、復興の状況、記念碑的な一本松の

解体保存等につき現地の生の声を聞かせて頂きました。

陸前高田ロータリークラブを通じて陸前高田地区に役

立てて頂きたいとの思いから些少の支援寄付を記念事

業としてさせて頂きました。

1年半を経過しましたが復興はこれからだという感を

強くしました。その意味でも、当地区で計画し実行され

ます岩手県下の被災高校生に対する奨学金の支援は有

意義な事業であると考えます。

30周年という節目を迎え、会員にロータリーの実践

を再確認して頂きたいとの思いから、本年の千種ロータ

リーのテーマは『自覚したロータリーの実践を』と定め、

会員一同奉仕活動に取り組んでおります。

今後とも皆様がたとのご交友をお願いし、会長挨拶と致

します。

今日の例会
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第1429回平成24年10月 22日（月）晴

ガバナー公式訪問
（名古屋東・昭和RC合同例会）
於：ウエスティンナゴヤキャッスル

会長幹事懇議会
11 ： 30～12 ： 30

例会
●君が代

●奉仕の理想

●ビジター紹介

第2760地区 千田 毅ガバナー

第2760地区 柳澤幸輝地区幹事
第2760地区 井上雅之ガバナー補佐

●ビジター数(10/23) 42名

◆出席報告

会員 39（31）名 出席23名

出席率 74． 19％

前々回 10/9 (修正出席率) 94 12%

|横田幸三昭和RC会長挨拶’

名古屋昭和ロータリークラブの横

田でございます。

本日はお忙しいなか,千田毅ガバ
ナーをはじめ柳沢幸輝地区幹事に

は、公式訪問として3RC合同例

会にお越し頂き誠にありがとうご

ざいました。

例会に先立ち、先ほど会長幹事懇

談会が開催をされ、ガバナーから

|谷口優千種RC会長挨拶’

名古屋千種ロータリークラブの

会長の谷口です。

本日は千田ガバナー、柳澤地区

幹事にご臨席賜り有難うござい

ます。

本日公式訪問例会に先立ち3ク

ラブの会長幹事懇談会が催さ

れ、その際千田ガバナーよりご

助言ご指導賜り、実りある懇談

を持てたことに感謝申し上げま

有意義なお話を受け賜りました。

今後クラブ運営や委員会諸活動に反映してまいりたい

と存じます。

また本日の会場設営から運営までご準備頂きました

東クラブの水野会長をはじめ、会員の皆様方に感謝を申

し上げます。

ところで、昭和クラブは今年度”ロータリー精神で人

生を豊かに”をテーマに掲げました。20周年を終えた

いま、原点に戻って今一度ロータリーを学び、”4つ

のテスト””ロータリー綱領”を実践して”心の豊かさ”

を実感できるようなクラブ運営に心掛けています。

来年2月18日、東名古屋分区1Mを担当させて頂きま

す。 ”明日へ．未来へ。世界の中の日本の役割”をテー

す。

千種ロータリークラブは本年8月で創立30周年を

迎え、10月12日に記念式典を開催し､千田ガバナー、

柳澤地区幹事、東名古屋分区井上ガバナー補佐、東ロー
タリークラブの水野会長、大野幹事、余語郁夫様、昭和

ロータリークラブの横田会長、小坂幹事をはじめ、東名

古屋分区、西名古屋分区の会長幹事、大勢のご来賓の
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マに三井物産戦略研究所会長寺島実郎氏を講師にお

招きして開催いたします。

多くの皆様方のご参加をお待ちしております。

また来年11月23．24日の両|ﾖに開催される地区大

会のホストも務めさせて頂きます。この2大イベントを

通じ、昭和クラブがさらに充実し、成長出来ますよう、

会員ひとりひとりの”感性”を活かして”感動と喜び”

を味わえるよう会員全員で取り組んでまいります

東クラブ・千種クラブの皆様方には、今後とも温かいご

支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

最後に、本日の3RC合同例会が”好意と友情を深める

”有意義な例会となりますよう祈念申し上げ、私の挨拶
とさせて頂きます。

れる」とお話しになっていま

す。

2780地区は出席率も会風教

も、非常に立派な地区です。
この地区を守り、育て、そし

て発展をさせるために、スロ

ーガンを「～Touch the

Rolaly～ふれあい、思いや

り、そして握手」としました。

重点項目は、会員増強・束日

地区内交流の活性化・オンツ本大震災被災高校生支援・地区内交流の活性化・オンツ

ーリスボンです。

会員増強は、会員一人ひとりが「こんないい仲間、友

達がいるクラブに、一人でも仲間を増やそう」と思って

いただくことが一番です。

東日本大震災被災高校生支援としては、 「ワンコイン

プロジェクト」を立ち上げました。60人の方々が毎月

500円ずつ出していただいて3万にして､それを30人の

被災高校生に届けるというプロジェクトです。

地区内交流の活性化ですが、地区には82クラブあり、

その地域性、創立年月日、会員教は様々です。是非、他

のクラブにお出掛け下さい。そこで新しい発見、経験が

あろうかと思います。それをクラブへ持って帰って話し

てください。この交流は2つのクラブの発展に寄与する

ものと確信しています。

オンツーリスボンは、 30年ぶりの3人目の日本人RI

会長が主催する世界大会です。日本のガバナー会として

は､3000人でリスボンへ行く事が目標です｡私どもの地
区は150人ぐらいと言われましたが、少なくとも100人

はご一緒に参りたいと思っています｡特に、6月22日に

はガバナーナイトを予定しています。

来年6月22日6時に、ポルトガル・ リスボンでお待

ちしています。是非ともお越し下さることをお願い致し

ます。

水野茂生東RC会長挨拶

等々をやさしくご指導いただき、我々も心新たに進んで

いかなければならない、そんな気がしております．

数字の話を少し申し上げます．昭和ロータリークラ

ブ､千種ロータリークラブ､そして東ロータリークラブ、

すべての会員が一番多いときは3クラブで280名でし

た。現在の会員数は全部で約’80名でございます。 ’00

名ほどの減でございます。現在の経済環境が非常に厳し

い中で､一番大事なのはこの3つのクラブが力を合わせ、

連絡を密にして、この地区の会員を増やす、そんな気持

ちになるのが一番重要かという気がしています。

また、昭和ロータリークラブにおかれましては、来年

1 .Mそして地区大会を開催されます． これも我々の

仲間として応援しなければなりません。

そして、私が東ロータリークラブでお話ししている一

番のポイントです．ロータリーの会合に出ることによっ

て友達を得る。これは決して義務ではございません。

我々が平等に得た権利でございます。そして他のロータ

リーを訪問する。これも椛利でございます。東RCの方

には度々お話ししていますが、そのつもりになって友達

の輪を広げ､そしてロータリーの輪を広げれば先ほどの

逆境に立ち向うことが出来るのではないでしょうか。

さて、皆さんの方からご朧になられて左手にガバナー

旗がございます。これを今年度は東ロータリークラブが
お頂かりしています。ガバナー誰出クラブの例会には必

ずこれが掲げてございます。このように素晴らしい旗を

預かるという光栄を感謝申し上げてご挨拶とさせてい
ただきます。ご清聴ありがとうございました。

〆 、
(株） 松楓閣

代表取締役 松居敬二君
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10月19日 （金）

ご逝去されました。＄
1

掌年 70歳

クラブ誕生では初代幹事として、大変ご苦労頂き、

1997年度会長･創立20周年実行委員長とご活雌

いただきました。

いつも周りの人への気配りを大切にされ､家族会に

は奥様と必ず参加をし、クラブをとても愛されクラブ

にとって重鎮な方でした。
|講話 千田毅カバナー

瞳
で、心よりご冥福をお祈り申し上げま

ソ今年度のRIテーマは「奉仕を通じて平和を」です。

田中作次RI会長は国際協親会で「あなたの国のあなた

の地域の、そしてあなたの家庭の、究極的にはあなたの

心の中の平和。その平和をもってすれば世界の平和は訪 ◆ニコボックスは次回掲載させて頂きます。

次回例会 平成24年11月6日 （火） 4階雅の間
クラブフォーラム地区大会報告


